
体験や交流活動を取り入れた学習意欲を高める授業の工夫
「生物活用」におけるグループ学習を通して

農業班 石坂 義人（高等学校教諭）

生徒の農業への興味を高める 農業科目の学習内容を整理・再構築● ●
【ﾋｭｰﾏﾝｻｰﾋﾞｽ系の科目に着目】

座学と実習・理論と技術の関係に着目● ●関連産業まで視野を広げた展開（現状）
【「生物活用」の授業展開強化】

実感の伴った授業の展開（共通の視点）●身近な草花・野菜などの応用 ●

・ ・ＩＣＴ活用・他【福祉分野の関連付けと充実】 グループ学習 ワークシートの工夫

[ ]園芸セラピーの基礎的な学習へ 興味・関心を高め学習意欲を向上

座学←グループ学習→実験実習座学中心であった授業実態

ＫＪ法 体験学習単元計画の再検討 ←導 入→
[発表･共有] ・空き缶栽培

・ﾊﾛｳｨﾝ用のｶﾎﾞﾁｬ加工理論学習＋実験実習

ワークシート活用＋班別活動

交流＋体験
自ら進んで
園芸セラピー学習へ学習意欲の高揚! ↑ワークシート

の記入状況

空き缶栽培の様子↑

★研修の成果★グループ学習やワークシートの導入

座学中心授業からの脱却【１クラス40人一斉展開の克服】
グループ学習の導入と展開★実験実習の工夫

学習意欲を高める授業を展開【体験学習による授業内容の充実】
★研修の課題★交流活動の導入

・グループ間の生徒支援【班代表者発表による情報の共有化】

・個に応じた指導の充実【班長によるリーダーシップ】

へ取り組ませるた活発で生き生きとした学習態度へ変化！ ◆今後も自発的に学習

めの継続的な授業改善が重要！

担当指導主事 高校教育研究係 高橋 太郎

課題設定理由 班共通視点

課題解決策 具体的方策

実践から得たもの 成果と課題

実
感


